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システムの位相空間の点を Eとし，謝定結果を yとする.システムの確率分布を p[r)とする.
また，一殻には測定に誤差が惇うとして，システムの真の状態がFという条件のもとでyが得ら
れる確率を P訪問とする.郡走誤差がない場合は P[ylr}= 5担-r)となる(ここで5(-)~まデル
タ関数). rとぎの結合確率分布はp[r，y] = P(ylr]P[r]で与えられる.
このとき，測定結果裂のシャノン情報量(あるいはシャノンエントロピー)辻







r _1nLnfn __1 L p[ylr] (1) := I drdyp[r， y]ln一一一 (2) J --i7- l-' i7r-- P[y] 
と定義される.ここで1:=ln(P訪問/P[y])とする.相互靖報量は溺定で得た実質的な 4情報量を表
しており，
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この等式の一次キユムラントの性質として，不等式 (4)を導ける.フィードパックがある場合辻，
ジャルジンスキ等式は，
(εβ(ムF-W)-I)= 1 (7) 
と一毅化される [4]. この一次キュムラントから，一般化第二法期待)を再導出することができる.
また，ジャルジンスキ等式を間の形に一般化することもできる:






檀をとる.実際，シラード・エンジンの場合は，者U~蒔が完全で測定結果が 2 麓類あるので，マ =2
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